
対象者・・・・・市内に住所を有する出産後2週間ごろの産婦
実施内容・・・問診、診察（子宮復古状況等）、測定（体重、血圧）、検査（尿、メンタル）
実施回数・・・1回

対象者・・・・・市内に住所を有する家族等から十分な家事及び育児などの支援が受けられない産婦
　 その新生児及び乳児

実施内容・・・産婦人科医療機関等で宿泊型、デイサービス型によるケアを実施
利用期間・・・7日間まで
利用料金・・・生活保護、市民税非課税世帯　自己負担なし
　 　　　　　　　その他の世帯　宿泊型：1泊2日5,000円、1泊追加2,000円　デイサービス型：1日2,000円

妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない支援
 事業費

29,768 千円

　①　産婦健康診査と産後ケア事業の開始により
　　　 産婦への支援を充実させます

２．産後ケア事業

【 概 要 説 明 】

産後うつなどにつながる産婦の心身の不調を早期にキャッチするための

「産婦健康診査」と、支援が必要と判断された方を対象に心身のケア等を

行う「産後ケア事業」を開始し、健やかな育児ができるようサポートします。

１．産婦健康診査事業

担 当 課 こども保健 課 電話 （０５３２）３９-９１６０

メールアドレス kodomohoken@city.toyohashi.lg.jp

（１４回）

産婦健康診査
（出産後２週間ごろの１回）

(

）

産後ケア事業
母子の心身へのケアを実施

・宿泊型

・デイサービス型

（一部自己負担金あり）

資料 ４



 　・ 保護者の意向や状況に応じて、入園前から入園に至るまでの相談支援を
      行います。

 　・ 一時預かり等の子育て支援サービスの情報収集と提供を行います。

担 当 課
　　こども未来館
　　保育課 電話

（０５３２）２１－５５２５
（０５３２）５１－２３０９

メールアドレス
coconico@city.toyohashi.lg.jp

hoiku@city.toyohashi.lg.jp

【 概 要 説 明 】

ママサポートプランに継続して、新たにチャイルドサポートプランを作成し、子育て

支援サービスを必要とする保護者に寄り添う支援を行います。

１．切れ目のない子育て支援の実施

　 ・ 生後2か月の乳児家庭全戸訪問時に子育て支援ハンドブックを活用し、豊橋市の
      母子保健の支援制度と子育て支援情報について説明します。

 　・ 1歳前までの親子を対象に、こども未来館や地域子育て支援センターで、チャイルド
     サポートプラン（豊橋で子育てをするための情報提供シート）に沿って、子育て支援
     サービスの紹介や相談対応をするとともに、親子が交流する場を提供します。

２．保育に関する相談窓口の充実

　②　子どもの成長に合わせた様々な情報を提供する
　　　 チャイルドサポートプランを開始します

チャイルドサポートプラン

（１歳未満児）

保育園等入園活動



メールアドレス

 ①　kodomo-seisaku@city.toyohashi.lg.jp　　　　   ②　kodomokatei@city.toyohashi.lg.jp
 ③　kodomo-sougou-center@city.toyohashi.lg.jp　　 ④　hoiku@city.toyohashi.lg.jp
 ⑤　seikatsufukushi@city.toyohashi.lg.jp　　　    ⑥　gakkoukyoiku@city.toyohashi.lg.jp
 ⑦　shogaigakushu@city.toyohashi.lg.jp

【 概 要 説 明 】

子どもの将来が生まれ育つ環境に左右されることがないよう、学習支援の

充実や物資援助体制の構築など、子どもへの支援を行います。

１．子どもの力を育むため、教育・保育を充実します
　ア　子どもの居場所づくり推進事業
　　 　学習支援や子ども食堂をあわせて実施する「居場所」づくりをモデル事業として実施
　イ　学習支援事業の拡充
　　　 １か所増設（視聴覚教育センター）
　ウ　自立応援事業
　　 　高校卒業後に働きながら保育士資格の取得を目指す子どもを支援
  エ　指導保育士の配置
　 　　保育の質のさらなる向上を図るため、指導保育士を配置

２．生活を支援し、子どもの育ちを守ります
　ア　フードバンク設置支援事業
　　　 フードバンク事業を試行的に実施
　イ　学生服等リユース事業
　　　 使わなくなった制服等を役立てる仕組みを構築

３．困難に気づき、支援につなげます
　ア　スクールソーシャルワーカーの増員
　　　 困難を抱える小中学生を早期発見・早期対応するために体制を充実（２人増員）
　イ　貧困対策PRハンドブックの作成
    　 教職員、保育士等へ子どもの貧困問題を周知啓発する資料を作成

担 　 当　  課

 ①こども未来政策課（１ア、ウ、２ア、イ）
 ②こども家庭課（１イ）
 ③こども若者総合相談支援センター（３イ）
 ④保育課（１エ）　　⑤生活福祉課（１イ）
 ⑥学校教育課（３ア）⑦生涯学習課（１イ）

電話

①　(0532)51-2233　  ②　(0532)51-3160
③　(0532)51-2855　　④　(0532)51-2317
⑤　(0532)51-2158　　⑥　(0532)33-2113
⑦　(0532)51-2845

子どもの輝く未来への応援
事業費

22,522 千円

　経済的な困難を抱える子どもの未来を応援するため
　子どもの貧困対策を推進します

教育・保育の充実

生活の支援

困難への気づき



メールアドレス kodomokatei@city.toyohashi.lg.jp

   ◎子どもの安全・安心な居場所としての

                放課後児童クラブを充実します

【 概 要 説 明 】

１　児童クラブを新たに開設します

　・新規開設　　【公営】　二川第三児童クラブ

                        ○平成30年度の児童クラブ数

　　　　　　　　　　　　・公営児童クラブ　50（上記の１クラブ開設に伴い　＋１）

　　　　　　　　　　　　・民営児童クラブ  36（平成29年度途中開設クラブ含む）

２　新たに公営児童クラブの運営を地域の保育園に業務委託します

　・地域に根付いた包括的な子育て支援の実現に向けたモデル事業の実施

　　豊南児童クラブ（実施場所）

　

３　民営児童クラブの支援員等の更なる処遇改善を行います

　・民営児童クラブで働く支援員等の処遇改善に充てる補助制度の更なる充実

担 当 課 こども家庭 課 電話 （0532）51－3159

放課後児童対策事業
 事業費

646,051 千円



メールアドレス kodomo-sougou-center@city.toyohashi.lg.jp

【 概 要 説 明 】

 １．開館日の土曜拡大
　　　 ココエールを土曜日・日曜日にも開館し、子どもの養育や若者の

       自立などに困難を抱える家庭の相談がしやすくなります。
 

　    　４月からのココエールの相談対応（開館時間）
　　　　　　月～金　9：00～19：00
　　　　　　土・日    9：00～17：00

 ２．子ども若者向け啓発カードの作成
       小学４年生以上の子ども・若者を対象に無料相談電話啓発カードを

       配布し、相談窓口の周知を図ります。

　
 ３．子どもの発達の個性に応じた相談支援の新しい取組み
　　　 臨床心理士による発達検査を受けることができるようになります。

　
 ４．多胎児の子育て家庭などを対象としたホームスタート事業の実施
　　　 ＮＰＯと協働し、子育て家庭に訪問して育児の手伝いをしたり、悩みを
　　　 聞いて負担を軽減するホームスタート事業を実施します。

担 当 課 こども若者総合相談支援センター 電話 （０５３２）５１－３１８１

ココエールの相談体制の充実
 事業費

43,745 千円

　ココエール（こども若者総合相談支援センター）が

　開館日の拡大などにより、ますます身近に利用しやすくなります

若者相談の様子

ココエールの外観

土曜日・日曜日も

相談できます‼



メールアドレス hoiku@city.toyohashi.lg.jp

　　 保育士不足を解消するため、専任の保育士を配置し、潜在保育士の掘り起こし、求職

　　 保育士と求人保育所のマッチングのほか、保育士再就職研修や相談支援を実施します。

３．保育体制強化事業費補助金

　　 園内の清掃や玩具の消毒などの保育周辺業務を担う“保育支援者”の雇用に対し助成

　　 し、法人保育所等の保育士業務の多忙化を解消します。

担 当 課 保育 課 電話 （０５３２）５１－２３１５

【 概 要 説 明 】

１．IＣＴを活用した保育士の業務改善

　　 登降園記録や保育日誌などの事務負担を軽減するため、公立保育所においてICTを

　　 活用した業務の効率化を推進し、子どもに向き合う本来の教育・保育を向上させます。

２．保育士・保育所支援窓口の設置

保育士の働き方改革の推進
 事業費

51,705 千円

　保育業務の多忙化や保育士不足を解消するため

　新たな取組みを推進します

子どもと向き合う時間を増やし、

質の高い教育・保育を提供します。

登降園受付はカードタッチ！

タブレット入力で書き仕事が

大幅減少！

ICTを活用した保育士の

業務改善

潜在保育士の再就職支援で

保育士不足を解消！

保育士の相談支援も実施！

保育士・保育所支援窓口

保育支援者の雇用を助成

園内清掃・玩具消毒・片付け

等に従事し、保育士を

フォローします。

保育体制強化事業費補助金

保育支援者



メールアドレス hoiku@city.toyohashi.lg.jp

２．認定こども園施設整備

幼稚園から認定こども園へ移行する際に必要となる、

施設基準を満たすための整備に要する経費の一部を

助成します。

担 当 課 保育 課 電話 （０５３２）５１－２３１５

【 概 要 説 明 】

法人保育所・認定こども園の整備

１．法人保育所等施設整備

良好な教育・保育環境を確保するため、老朽化した

園舎の大規模改修に要する経費の一部を助成します。

法人保育所・認定こども園の整備
 事業費

960,588 千円

　法人保育所・認定こども園の施設整備を進めます(４園)

施設整備後の様子

春日保育園

東部保育園

昭和保育園

豊橋旭幼稚園


